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RL78/G13 
クロック発生回路（クロック切り替え） 

 

要旨 

本アプリケーションノートでは、RL78/G13 のクロック発生回路の使用方法について説明します。 

スイッチが押される毎にクロック発生回路のクロック切り替えを行います。CPU／周辺ハードウエア・ク
ロック（fCLK）として、高速オンチップ・オシレータ・クロック（32MHz）、X1 発振クロック（20MHz）、
XT1 発振クロック（32.768kHz）を使用します。 

 

対象デバイス 

RL78/G13（40 ピン以上） 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分 

評価してください。 

 

R01AN0811JJ0101
Rev. 1.01
2012.4.20
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1. 仕様 

ターゲットボードのスイッチ押下を検出すると、以下の順に動作クロックを切り替えます。 

 

① 高速オンチップ・オシレータ・クロック（32MHz） → X1 発振クロック（20MHz） 

② X1 発振クロック（20MHz） → XT1 発振クロック（32.768kHz） 

③ XT1 発振クロック（32.768kHz） → 高速オンチップ・オシレータ・クロック（32MHz） 

以降、①～③の処理を繰り返します。 

 

動作状態に応じて以下の処理を実行します。 

・高速オンチップ・オシレータ・クロック（HOCO クロック）動作時：X1 発振クロック停止 

・X1 発振クロック動作時：HOCO クロック停止 

・XT1 発振クロック動作時：X1 発振クロック停止、HOCO クロック停止 

なお、XT1 発振クロックは常時発振します。 

 

また、動作クロックに応じて、ターゲットボードの LED 点滅周期を以下のように変更します。動作中のク
ロックが目視で判断できます。 

 

HOCO クロック（32MHz）時の LED 点滅周期   : 0.5 秒 

X1 発振クロック（20MHz）時の LED 点滅周期   : 1 秒 

XT1 発振クロック（32.768kHz）時の LED 点滅周期    : 2 秒 

 

表 1.1に使用する周辺機能と用途 を、図 1.1にクロック切り替えの動作概要を示します。 

 

表 1.1 使用する周辺機能と用途  

周辺機能 用途 

クロック発生回路 クロック発振と動作クロック切り替え 

外部割り込み入力 （INTP0） スイッチ押下を検出 

タイマ・アレイ・ユニット 0 チャネル 0 LED 点滅周期のタイミング生成  

12 ビット・インターバル・タイマ チャタリング対策のウエイト時間生成 

P62 LED 出力 
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図 1.1 クロック切り替えの動作概要 

スイッチ入力 
(INTP0)

RL78/G13 

LED 点滅周期の切り替え

ON

CPU／周辺ハードウエア・クロック(fCLK)を 

以下のクロックに切り替え： 

クロックの切り替え 

・HOCO クロック（32MHz） 

・X1 発振クロック（20MHz） 

・XT1 発振クロック（32.768kHz） 
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2. 動作確認条件 

本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 

使用マイコン RL78/G13 (R5F100LEA) 

動作周波数  CPU／周辺ハードウエア・クロック： 

ターゲットボードのスイッチ押下により切り替え 

HOCO クロック選択時：32MHz 

X1 発振クロック選択時：20MHz 

XT1 発振クロック選択時：32.768kHz 

動作電圧 5.0V（2.9V～5.5V で動作可能） 

LVD 動作（VLVI）：リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
CubeSuite+ V1.00.01 

C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 
CA78K0R V1.20 

使用ボード RL78/G13 ターゲット･ボード（QB-R5F100LE-TB） 

 

3. 関連アプリケーションノート 

本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 
RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケーションノート 
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4. ハードウエア説明  

4.1 ハードウエア構成例 

図 4.1 に本アプリケーションノートで使用するハードウエア構成例を示します。 

 

 

  

RESET

VDD

RL78/G13
マイクロ

コントローラ

VDD

EVDD

VDD

EVSS

VSS

REGC

P137/INTP0

P40/TOOL0オンチップ・デバッグ用

P62

EVDD

XT1

XT2

32.768kHz

X1

X2

20MHz

10kΩ

VDD

P63

EVDD

 

 

図 4.1 ハードウエア構成 

 

注意 1 この回路イメージは接続の概要を示す為に簡略化しています。実際に回路を作成される場合は、端
子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください（入力専用ポートは個別に
抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい）。 

2 EVSS で始まる名前の端子がある場合には VSS に、EVDD で始まる名前の端子がある場合には VDD に
それぞれ接続してください。 

3 VDD は LVD にて設定したリセット解除電圧（VLVI）以上にしてください。 

4 P63 に接続している LED は常時消灯します。 

 

RL78/G13 
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4.2 使用端子一覧  

表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力  内容 

P137/INTP0 入力 スイッチ入力 

P62 出力 LED 出力 
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5. ソフトウエア説明 

5.1 動作概要 

本サンプルコードでは、ターゲットボードのスイッチ押下が検出される毎に、動作クロックの切り替え
を行います。 

 

(1) 初期設定 

入出力ポート、クロック発生回路、タイマ・アレイ・ユニット 0（TAU0）、12 ビット・インターバル・タ

イマ、外部割り込み入力のハードウエア初期設定を行います。初期設定終了後に割り込み処理を許可します。 

LED は動作クロックに応じた TAU0 のインターバル割り込み周期で点滅します。 

 

(2) スイッチの状態を取得 

スイッチの状態を取得します。スイッチ押下が検出された場合は動作クロックの切り替えを行います。

INTP0 外部割り込み発生でスイッチの状態を確認します。スイッチ押下が検出されない場合は HALT モード

に遷移します。 

 

(3) クロックの切り替え 

スイッチ押下回数により、CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）を切り替えます。 

以下のように CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）が切り替わります。 

① HOCO クロック（32MHz） → X1 発振クロック（20MHz） 

② X1 発振クロック（20MHz） → XT1 発振クロック（32.768kHz） 

③ XT1 発振クロック（32.768kHz） → HOCO クロック（32MHz）  

以降、①～③の処理を繰り返します。 

 

(4) クロック・ステータス取得 

クロック・ステータスを取得します。クロック・ステータスが変更されている場合は、動作状態に応じ

て以下の処理を実行します。 

・高速オンチップ・オシレータ・クロック（HOCO クロック）動作時：X1 発振クロック停止 

・X1 発振クロック動作時：HOCO クロック停止 

・XT1 発振クロック動作時：X1 発振クロック停止、HOCO クロック停止 

なお、XT1 発振クロックは常時発振します。 

 

(5) LED 点滅周期変更 

TAU0 の割り込みインターバルを CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）に応じて変更します。 

HOCO クロック（32MHz）時の LED 点滅周期   : 0.5 秒 

X1 発振クロック（20MHz）時の LED 点滅周期   : 1 秒 

XT1 発振クロック（32.768kHz）時の LED 点滅周期    : 2 秒 

 

(6) HALT モードへ遷移 

HALT モードに遷移します。TAU0 のインターバル割り込み、スイッチの外部割り込みで HALT モードか 

ら復帰します。HALT モードから復帰後は(2)の処理を行います。以降は(2)～(6)の処理を繰り返します。 
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5.2 ファイル構成 

表 5.1 にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル
は除きます。 

表 5.1 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 

r_cgc.c クロック発生回路モジュール CPU クロックの初期設定 

r_cg_cgc.h クロック発生回路モジュールの外部参照用ヘッ

ダファイル 
 

r_cgc_user.c クロック発生回路 サンプルコード独自の処理 追加関数： 

R_CGC_ChangeClock、 

R_CGC_HOCOToX1、 

R_CGC_X1ToXT1、 

R_CGC_XT1ToHOCO、 

R_CGC_GetClockStatus、 
R_CGC_Get_X1_Status 
R_CGC_Get_XT1_Status、 

R_CGC_Get_HOCO_Status、 
R_CGC_StopClock 

r_intc.c 外部割り込み入力モジュール  

r_cg_intc.h 外部割り込み入力モジュールの外部参照用ヘッ

ダファイル 
 

r_intc_user.c 外部割り込み入力モジュール  

INTP0 外部割り込み 

 

r_it.c 12 ビット・インターバル・タイマモジュール  

r_cg_it.h 12 ビット・インターバル・タイマモジュールの

外部参照用ヘッダファイル 
 

r_it_user.c 12 ビット・インターバル・タイマモジュール 

サンプルコード独自の処理 

追加関数： 
R_IT_Wait_ms 

r_main.c メイン処理  

r_cg_macrodrive
r.h 

共通ヘッダファイル 型定義、 

エラーステータスのマクロ定義 

r_cg_userdefine.
h 

サンプルコード独自のマクロ定義  

r_port.c ポート機能モジュール 入出力ポートの設定 

r_cg_port.h ポート機能モジュールの外部参照用ヘッダファ

イル 
 

r_systeminit.c システムモジュール 初期化設定、システム関数 

r_timer.c タイマモジュール  

r_cg_timer.h タイマモジュールの外部参照用ヘッダファイル  

r_timer_user.c タイマモジュール サンプルコード独自の処理 

TAU0 チャネル 0 割り込み 

追加関数： 
R_TAU0_Channel0_GetParamet
er、 

R_TAU0_Channel0_Restart、 
R_TAU0_Channel0_ChangeInter
val、 
R_TAU0_Channel0_Interrupt 
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5.3 オプション・バイトの設定一覧 

表 5.2にオプション・バイト設定一覧を示します。 

 

表 5.2 オプション・バイト設定一覧 

アドレス 設定値 内容  

000C0H/010C0H 11101111B ウォッチドッグ・タイマ 動作停止 

 (リセット解除後、カウント停止) 

000C1H/010C1H 01111111B LVD リセット・モード 2.81V (2.76V～2.87V) 

000C2H/010C2H 11101000B HS モード、HOCO クロック : 32MHz 

000C3H/010C3H 10000100B オンチップ・デバッグ許可 

オンチップ・デバッグ・セキュリティ ID 認証失敗時にフラッシュ・メ

モリのデータを消去する 
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5.4 定数一覧 

表 5.3にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 

表 5.3 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 

HOCO_NEXT_STATUS_X1 1 クロック・ステータス 

：HOCO クロックにて動作中で、次は X1 発振ク

ロック 

X1_NEXT_STATUS_XT1 2 クロック・ステータス 

：X1 発振クロックにて動作中で、次は XT1 発振

クロック 

XT1_NEXT_STATUS_HOCO 3 クロック・ステータス 

：XT1 発振クロックにて動作中で、次は HOCO ク

ロック 

X1_STATUS 1 現在のステータスは X1 発振クロック動作 

XT1_STATUS 2 現在のステータスは XT1 発振クロック動作 

HOCO_STATUS 3 現在のステータスは HOCO クロック動作 

CHATTERING_WAIT 10 チャタリング対策のウエイト時間 10ms 

HOCO_LED_SETTING_CHAN
NEL_PRESCALER 

9 HOCO クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

動作クロック分周値 

HOCO_LED_SETTING_CHAN
NEL_COUNT 

15625 HOCO クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

カウント値 

X1_LED_SETTING_CHANNEL
_PRESCALER 

9 X1 発振クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

動作クロック分周値 

X1_LED_SETTING_CHANNEL
_COUNT 

19531 X1 発振クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

カウント値 

XT1_LED_SETTING_CHANNE
L_PRESCALER 

9 XT1 発振クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

動作クロック分周値 

XT1_LED_SETTING_CHANNE
L_COUNT 

64 XT1 発振クロック選択時の TAU0 チャネル 0 

カウント値 

SWITCH_OFF 0 スイッチ押下なし 

SWITCH_ON 1 スイッチ押下あり 

SWITCH_ON_PORT_LEVEL 0 スイッチ ON 時の入力ポートレベル 

CLOCK_NOT_OSCILLATING 0 クロックが発振していない 

CLOCK_OSCILLATING 1 クロックが発振している 
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5.5 変数一覧 

表 5.4にグローバル変数を示します。 

 

表 5.4 グローバル変数 

Type  Variable Name  Contents  Function Used  
uint8_t g_ClockStatus クロック・ステータス main() 

R_INTC0_Interrupt  
uint8_t g_TAU0_Channel0

_Clkdiv 
TAU0 チャネル 0  

動作クロック分周値 

main() 
R_TAU0_Channel0_G
etParameter() 

uint16_t g_TAU0_Channel0
_Count 

TAU0 チャネル 0 カウンタ値 main() 
R_TAU0_Channel0_G
etParameter() 

uint8_t g_SwitchStatus スイッチ・ステータス main() 
R_INTC0_Interrupt 

 
 

5.6 関数一覧 

表 5.5に関数を示します。 

 

表 5.5 関数 

関数名 概要 

R_INTC0_Start INTP0 外部割り込み動作開始設定 

R_TAU0_Channel0_Start TAU0 チャネル 0 の動作開始設定 

R_CGC_ChangeClock クロック切り替え 

R_CGC_HOCOToX1 HOCO クロックから X1 発振クロック切り替え処理 

R_CGC_X1ToXT1 X1 発振クロックから XT1 発振クロック切り替え処理 

R_CGC_XT1ToHOCO XT1 発振クロックから HOCO クロック切り替え処理 

R_CGC_GetClockStatus クロック・ステータス取得 

R_CGC_Get_X1_Status X1 発振クロック・ステータス取得 

R_CGC_Get_XT1_Status XT1 発振クロック・ステータス取得 

R_CGC_Get_HOCO_Status HOCO クロック・ステータス取得 

R_CGC_StopClock クロック停止 

R_TAU0_Channel0_GetParameter TAU0 チャネル 0 パラメータ取得 

R_TAU0_Channel0_Restart TAU0 チャネル 0 リスタート 

R_TAU0_Channel0_ChangeInterval TAU0 チャネル 0 のインターバル変更 

R_TAU0_Channel0_Stop TAU0 チャネル 0 の動作停止設定 

R_TAU0_Channel0_Interrupt  TAU0 チャネル 0 インターバル・タイマ割り込み 

R_INTC0_Interrupt INTP0 外部割り込み 

R_IT_Wait_ms 1ms 単位のウエイト 
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5.7 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

[関数名] R_INTC0_Start 

概要  INTP0 外部割り込み動作開始設定 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_intc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_INTC0_Start(void) 

説明 INTP0 の割り込みマスクを解除して、割り込みを許可します。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_TAU0_Channel0_Start 

概要  TAU0 チャネル 0 の動作開始設定 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_TAU0_Channel0_Start(void) 

説明 TAU0 チャネル 0 の割り込みマスクを解除して、カウント動作を開始します。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_CGC_ChangeClock 

概要  クロック切り替え 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_CGC_ChangeClock(uint8_t status) 

説明 クロックを切り替えます。 

引数 • 第一引数：staus ：クロック・ステータス（1-3） 

以下の定数を設定します。 
HOCO_NEXT_STATUS_X1 
→ X1 発振クロックに切り替え 
X1_NEXT_STATUS_XT1 
→ XT1 発振クロックに切り替え 
XT1_NEXT_STATUS_HOCO 
→ HOCO クロックに切り替え 

リターン値 なし 

備考 なし 
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[関数名] R_CGC_HOCOToX1 

概要  HOCO クロックから X1 発振クロック切り替え処理 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_CGC_HOCOToX1 (void) 

説明 CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）を HOCO クロックから X1 発振クロッ

クに切り替えます。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_CGC_X1ToXT1 

概要  X1 発振クロックから XT1 発振クロック切り替え処理 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_CGC_X1ToXT1(void) 

説明 CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）を X1 発振クロックから XT1 発振クロッ

クに切り替えます。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_CGC_XT1ToHOCO 

概要  XT1 発振クロックから HOCO クロック切り替え処理 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_CGC_XT1ToHOCO(void) 

説明 CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）を XT1 発振クロックから HOCO クロッ

クに切り替えます。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 



RL78/G13 クロック発生回路（クロック切り替え） 

R01AN0811JJ0101  Rev. 1.01  Page 15 of 50 

2012.4.20  

 

[関数名] R_CGC_GetClockStatus 

概要  クロック・ステータス取得 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 uint8_t R_CGC_GetClockStatus(uint8_t status) 

説明 クロック・ステータスを取得します。 

引数で指定したクロック・ステータスを取得し、発振しているか確認できます。 

引数 第一引数：staus ：クロック・ステータス（1-3） 

以下の定数を設定します。 
X1_STATUS 
→ X1 発振クロックのステータスを取得する 
XT1_STATUS 
→ XT1 発振クロックのステータスを取得する 
HOCO_STATUS 
→ HOCO クロックのステータスを取得する 

リターン値 • クロックが切り替わっていない場合： 

CLOCK_NOT_OSCILLATING（0x00） 

• クロックが切り替わっている場合： 

CLOCK_OSCILLATING（0x01） 

備考 なし 
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[関数名] R_CGC_Get_X1_Status 

概要  X1 発振クロック・ステータス取得 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 uint8_t R_CGC_Get_X1_Status(void) 

説明 X1 発振クロック・ステータスを取得します。 

引数 なし  

リターン値 • クロックが切り替わっていない場合： 

CLOCK_NOT_OSCILLATING（0x00） 

• クロックが切り替わっている場合： 

CLOCK_OSCILLATING（0x01） 

備考 なし 
 

[関数名] R_CGC_Get_XT1_Status 

概要  XT1 発振クロック・ステータス取得 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 uint8_t R_CGC_Get_XT1_Status(void) 

説明 XT1 発振クロック・ステータスを取得します。 

引数 なし  

リターン値 • クロックが切り替わっていない場合： 

CLOCK_NOT_OSCILLATING（0x00） 

• クロックが切り替わっている場合： 

CLOCK_OSCILLATING（0x01） 

備考 なし 
 

[関数名] R_CGC_Get_HOCO_Status 

概要  HOCO クロック・ステータス取得 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 uint8_t R_CGC_Get_HOCO_Status(void) 

説明 HOCO クロック・ステータスを取得します。 

引数 なし  

リターン値 • クロックが切り替わっていない場合： 

CLOCK_NOT_OSCILLATING（0x00） 

• クロックが切り替わっている場合： 

CLOCK_OSCILLATING（0x01） 

備考 なし 
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[関数名] R_TAU0_Channel0_GetParameter 

概要  TAU0 チャネル 0 パラメータ取得 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_TAU0_Channel0_GetParameter(uint8_t status, uint8_t *p_clkdiv, uint16_t 
*p_count) 

説明 • 引数で指定したクロック・ステータスのパラメータを p_clkdiv、p_count に取得し

ます。 

p_clkdiv ← TAU0 チャネル 0 の動作クロック分周値がセットされます。 

p_count ← TAU0 チャネル 0 のカウント値がセットされます。 

引数 • 第一引数：status ： クロック・ステータス（1-3） 

以下の定数を設定します。 
X1_STATUS 
→ X1 発振クロックのパラメータを取得す

る 
XT1_STATUS 
→ XT1 発振クロックのパラメータを取得す

る 
HOCO_STATUS 
→ HOCO クロックのパラメータを取得する

 • 第二引数：*p_clkdiv ： TAU0 チャネル 0 動作クロック分周値を

格納 
 • 第三引数：*p_count ： TAU0 チャネル 0 カウント値を格納 

リターン値 なし 

備考 • p_clkdiv、p_count は R_TAU0_Channel0_Restart の第一、第二引数となります。

 

[関数名] R_CGC_StopClock 

概要  クロック停止 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_cgc.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void  R_CGC_StopClock(uint8_t status) 

説明 引数で指定したクロックを停止します。 

引数 • 第一引数：staus ：停止するクロック（1-3） 

以下の定数を設定します。 
X1_STATUS 
XT1_STATUS 
→ HOCO を停止 
HOCO_STATUS 
→ 処理なし（切り替え前のクロックである

XT1 発振クロックは常時発振のため） 

リターン値 なし 

備考 なし 
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[関数名] R_TAU0_Channel0_Restart 

概要  TAU0 チャネル 0 リスタート 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_TAU0_Channel0_Restart(uint8_t clkdiv, uint16_t count) 

説明 • TAU0 チャネル 0 のインターバル・タイマを一旦停止します。 

• 指定された引数で R_TAU0_Channel0_ChangeInterval を呼び出し、TAU0 チャネ

ル 0 のインターバルを変更します。 

• TAU0 チャネル 0 のインターバル・タイマを再スタートします。 

引数 • 第一引数：clkdiv ： TAU0 チャネル 0 動作クロック分周値 
 • 第二引数：count ： TAU0 チャネル 0 カウント値 

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_TAU0_Channel0_ChangeInterval 

概要  TAU0 チャネル 0 のインターバル変更 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_TAU0_Channel0_ChangeInterval(uint8_t clkdiv, uint16_t count) 

説明 • TAU0 チャネル 0 の動作クロック分周値を clkdiv に変更します。 

• TAU0 チャネル 0 のカウント値を count に変更します。 

引数 • 第一引数：clkdiv ：動作クロック分周値 (0-15) 

0 の場合) fCLK / 20 

15 の場合) fCLK / 215 

fCLK ： 

CPU／周辺ハードウエア・クロック周波数

 • 第二引数：count ：カウント値 (0～65535) 

リターン値 なし 

備考 • 第一引数 clkdiv が 15 より大きい場合は 15 として扱います。 
 

[関数名] R_TAU0_Channel0_Stop 

概要  TAU0 チャネル 0 の動作停止設定 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_TAU0_Channel0_Stop(void) 

説明 TAU0 チャネル 0 の割り込みをマスクして、カウント動作を停止します。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
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[関数名] R_TAU0_Channel0_Interrupt 

概要  TAU0 チャネル 0 インターバル・タイマ割り込み 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_timer.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 __interrupt void R_TAU0_Channel0_Interrupt(void) 

説明 本割り込み処理に遷移する度に LED 出力(P62)を反転します。 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_INTC0_Interrupt 

概要  INTP0 外部割り込み 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include “r_cg_intc.h 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 __interrupt void R_INTC0_Interrupt(void) 

説明 • スイッチ・ステータスの更新 

スイッチ状態を 2 回チェックします。1 回目と 2 回目のスイッチ状態確認処理の間に

チャタリング対策ウエイト(10ms)を行います。 

2回連続でスイッチ押下ありを検出できない場合は g_SwitchStatusにSWITCH_OFF
（0x00）を設定します。 

2 回連続でスイッチ押下ありを検出できた場合に g_SwitchStatus に SWITCH_ON
（0x01）を設定します。 

• クロック・ステータスの更新 

スイッチの押下回数により g_ClockStatus に以下の定数を設定します。

HOCO_NEXT_STATUS_X1 
X1_NEXT_STATUS_XT1 
XT1_NEXT_STATUS_HOCO 

引数 なし  

リターン値 なし 

備考 なし 
 

[関数名] R_IT_Wait_ms 

概要  1ms 単位のウエイト 

ヘッダ #include "r_cg_macrodriver.h" 
#include "r_cg_it.h" 
#include "r_cg_userdefine.h" 

宣言 void R_IT_Wait_ms(uint16_t wait_count) 

説明 12 ビット・インターバル・タイマを使用し、wait_count * 1ms のウエイトを行いま

す。 

引数 • 第一引数：wait_count ： ウエイト・カウント 

リターン値 なし 

備考 • 本関数では 12 ビット・インターバル・タイマのベクタ割り込みを使用しません。

12 ビット・インターバル・タイマをスタート後に割り込み要求フラグをポーリング

し、引数で指定されたウエイトを行います。 

• 第一引数 wait_count が 0 の場合はウエイトしません。 
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5.8 フローチャート 

図 5.1にサンプルコードの全体フローを示します。 

 

 

Start

End

初期設定関数
hdwinit()

main()

初期設定関数をコールする前に、

オプション・バイトを参照しています。

 

図 5.1 全体フロー 
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5.8.1 初期化設定関数 
図 5.2に初期設定関数のフローチャートを示します。 

 

 

IE←0

hdwinit

return

システム関数
r_systeminit()

割り込み禁止

IE←1
割り込み許可

 

 

図 5.2 初期設定関数 
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5.8.2 システム関数 
図 5.3にシステム関数のフローチャートを示します。 

 

 

r_systeminit

return

入出力ポートの設定
R_PORT_Create()

CPUクロックの設定
R_CGC_Create()

周辺I/Oリダイレクション機能未使用
PIORレジスタ← 00000000B

TAU0の設定
R_TAU0_Create()

インターバル・タイマの設定
R_IT_Create()

外部割込み入力の設定
R_INTC_Create()

 

図 5.3 システム関数 
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5.8.3 入出力ポートの設定 
図 5.4に入出力ポートの設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_PORT_Create

LEDの入出力ポートの設定
P62を出力モードに設定

return

PM6レジスタ←F0H

P6レジスタ←0CH

 

 

図 5.4 入出力ポートの設定 

 

注意 1 未使用ポートの設定については、RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケーションノート“フ
ローチャート”を参照して下さい。 

2 未使用のポートは、端子処理などを適切に行い、電気的特性を満たすように設計してください。ま
た、未使用の入力専用ポートは個別に抵抗を介して VDD 又は VSS に接続して下さい。 

3  P63 に接続している LED は常時消灯とするので、ハイ・レベルを設定します。 
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5.8.4 CPU クロックの初期設定 
図 5.5にCPU クロックの初期設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_CGC_Create

return

高速システム・クロック／
サブシステム・クロックの設定

CMCレジスタ← 51H：
高速システム・クロック X1発振モード
サブシステム・クロック XT1発振モード
XT1発振回路 低消費発振発振モード
X1発振回路(fx) 10MHz < fx <= 20MHz
fx ： X1クロック発振周波数

X1発振回路停止設定
CSCレジスタ
MSTOP ← 1

XT1発振回路動作設定
CSCレジスタ
XTSTOP ← 0

XT1発振回路の発振安定時間待ち
1sのウエイト

動作スピード・モードの設定
OSMCレジスタ← 00H：
周辺機能へのサブシステム・クロック供給許可
リアルタイム・クロック，インターバル・タイマの動作
クロックはサブシステム・クロックを選択

CPU／周辺ハードウエア・
クロック(fCLK)にfMAINを選択

メイン・システム・クロック(fMAIN)
にHOCOを選択

CKCレジスタ
MCM0 ← 0

CKCレジスタ
CSS ← 0

HOCO動作設定
CSCレジスタ
XIOSTOP ← 0

 

図 5.5 CPU クロックの初期設定 

 

備考 CPU クロックの設定（R_CGC_Create()）で、サブシステム・クロックの発振安定待ち（約 1s）の処 

理を行っています。 

発振安定待ち時間は、r_cg_cgc.h 内の定数 CGC_SUBWAITTIME で指定しています。 

 

注意 CPU クロックの設定（R_CGC_Create()）については、RL78/G13 初期設定（R01AN0451J）アプリケー 

ションノート"フローチャート"を参照して下さい。 
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クロック発生回路の動作モード設定 

・クロック動作制御レジスタ（CMC） 

：高速システム・クロック端子の動作モードを選択、 

サブ・システムクロック端子の動作モードを選択、 

XT1 発振回路の発振モード選択、X1 クロック発振周波数の制御 

略号：CMC 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

 EXCLK OSCSEL EXCLKS OSCSELS 0 AMPHS1 AMPHS0 AMPH

HOCO の設定 

X1 発振時の設定 

XT1 発振時の設定 

0 1 0 1 0 0 0 1 

 

ビット７－６ 

EXCLK OSCSEL 
高速システム・クロック

端子の動作モード 

X1/P121 端子 X2/EXCLK/P122 端子 

0 0 入力ポート・モード 入力ポート 

0 1 X1 発振モード 水晶／セラミック発振子接続 

1 0 入力ポート・モード 入力ポート 

1 1 外部クロック入力モード 入力ポート 外部クロック入力 

 

ビット 5－4 

EXCLKS OSCSELS 
サブ・システムクロック

端子の動作モード 

XT1/P123 端子 XT2/EXCLKS/P124 

端子 

0 0 入力ポート・モード 入力ポート 

0 1 XT1 発振モード 水晶振動子接続 

1 0 入力ポート・モード 入力ポート 

1 1 外部クロック入力モード 入力ポート 外部クロック入力 

 

ビット 2－1 

AMPHS1 AMPHS0 XT1 発振回路の発振モード選択 

0 0 低消費発振（デフォルト） 発振余裕度：中 

0 1 通常発振                 発振余裕度：高 

1 0 超低消費発振             発振余裕度：低 

1 1 設定禁止 

 

ビット 0 

AMPHS X1 クロック発振周波数の制御 

0 1 MHz≦fx≦10 MHz 

1 10 MHz＜fx≦20 MHz 

 

注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウエア編を参照し
てください。 
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クロックの選択 

・システム・クロック制御レジスタ（CKC） 

：CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）のステータス、 

CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）の選択、 

メイン・システム・クロック（fMAIN）のステータス、 

メイン・システム・クロック（fMAIN）の動作制御 

略号：CKC 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CLS CSS MCS MCM0 0 0 0 0 

HOCO 時の設定 0 0 0 0 0 0 0 0 

X1 発振時の設定 0 0 1 1 0 0 0 0 

XT1 発振時の設定 1 1 0 0 0 0 0 0 

 

ビット 7 

CLS 注 1 CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）のステータス 

0 メイン・システム・クロック（fMAIN） 

1 サブ・システムクロック（fSUB） 

 

ビット 6 

CSS CPU／周辺ハードウエア・クロック（fCLK）の選択 

0 メイン・システム・クロック（fMAIN） 

1 注 2 サブ・システムクロック（fSUB） 

 

ビット 5 

MCS 注 1 メイン・システム・クロック（fMAIN）のステータス 

0 高速オンチップ・オシレータ・クロック（fIH） 

1 高速システム・クロック（fMX） 

 

ビット 4 

MCM0 注 2 メイン・システム・クロック（fMAIN）の動作制御 

0 
メイン・システム・クロック（fMAIN）に高速オンチップ・オシレータ・

クロック（fIH）を選択 

1 
メイン・システム・クロック（fMAIN）に高速システム・クロック（fMX）

を選択 

 

注 1 ビット 7, 5 は、Read Only です。 

注 2 CSS = 1 を設定した状態で，MCM0 ビットの値を変更することは禁止です。 

 

注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウエア編を参照し
てください。 
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クロック動作制御 

・クロック動作ステータス制御レジスタ（CSC） 

：高速システム・クロックの動作制御、 

サブ・システムクロックの動作制御、 

高速オンチップ・オシレータ・クロックの動作制御 

略号：CSC 

 7 6 5 4 3 2 1 0 

 MSTOP XTSTOP 0 0 0 0 0 HIOSTOP 

HOCO 時の設定 1 0 

X1 発振時の設定 0 1 

XT1 発振時の設定 1 

0 0 

 

1 

 

ビット 7 

高速システム・クロックの動作制御 
MSTOP 

X1 発振モード時 外部クロック入力モード時 入力ポート・モード時

0 X1 発振回路動作 
EXCLK 端子からの外部クロ

ック有効 

1 X1 発振回路停止 
EXCLK 端子からの外部クロ

ック無効 

入力ポート 

 

ビット 6 

サブ・システムクロックの動作制御 
XTSTOP 

XT1 発振モード時 外部クロック入力モード時 入力ポート・モード時

0 XT1 発振回路動作 
EXCLKS端子からの外部クロ

ック有効 

1 XT1 発振回路停止 
EXCLKS端子からの外部クロ

ック無効 

入力ポート 

 

ビット 0 

HIOSTOP 高速オンチップ・オシレータ・クロックの動作制御 

0 高速オンチップ・オシレータ動作 

1 高速オンチップ・オシレータ停止 

 

注意 レジスタ設定の詳細については、RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウエア編を参照し
てください。 
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5.8.5 TAU0 の設定 
図 5.6にTAU0 の設定のフローチャートを示します。 

R_TAU0_Create

return

TAUへクロック供給
TAU0ENビット← 1

TAU0の動作設定
・TAU0の動作クロックを設定
【HOCOクロック32MHzの場合】

動作クロック0(CK00)： 62.5KHz
動作クロック1(CK01)： 32MHz
動作クロック2(CK02)：16MHz
動作クロック3(CK03)：125kHz

TAU0の全チャネル動作停止

TPS0レジスタ← 0009H

TT0レジスタ← 0AFFH

TAU0 割り込みを禁止
TMMK00ビット← 1

TAU0 割り込み

要求フラグのクリア

TMIF00ビット← 0

TAU0 チャネル0の
割り込み優先順位をレベル3に設定

TMPR100ビット← 1
TMPR000ビット← 1

TAU0 チャネル0の動作設定
・動作クロック：CK00を設定

・連動動作機能：単体動作機能
・トリガ：ソフトウエアのみ有効とする
・動作モード：インターバル・タイマ

TMR00← 0000H
TO0レジスタ

TO00 = 0
TOE0レジスタ

TOE00 = 0

 

図 5.6 TAU0 の設定 
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5.8.6 12 ビット・インターバル・タイマの設定 
図 5.7に12 ビット・インターバル・タイマの設定のフローチャートを示します。 

R_IT_Create

return

インターバル・タイマ
へクロック供給

RTCENビット← 1

インターバル・タイマの動作停止
ITMCレジスタ← 0000H

インターバル・タイマ 割り込みを禁止
ITMKビット← 1

インターバル・タイマのコンペア値
（1ms）を設定

ITMCレジスタ← 0020H

インターバル・タイマ 割り込み

要求フラグのクリア

ITIFビット← 0

 

図 5.7 12 ビット・インターバル・タイマの設定 
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5.8.7 外部割り込み入力の設定 
図 5.8に外部割り込み入力の設定のフローチャートを示します。 

R_INTC_Create

return

INTP0 割り込みを禁止
PMK0ビット← 1

INTP0 割り込み

要求フラグのクリア

PIFビット← 0

INTP0
割り込み優先順位をレベル3に設定

PPR10ビット← 1
PPR00ビット← 1

INTP0 有効エッジを

立ち下がりエッジに選択

EGN0← 01H

 

図 5.8 外部割り込み入力の設定 
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5.8.8 メイン処理 
図 5.9にメイン処理のフローチャートを示します。 

  

INTP0動作開始
R_INTC0_Start()

YES

NO

TAU0 チャネル0のパラメータを取得
R_TAU0_Channel0_GetParameter()

動作クロックの切り替え
R_CGC_ChangeClock()

TAU0 チャネル0 リスタート
R_TAU0_Channel0_Restart()

TAU0 チャネル0 
インターバル・タイマ割り込み
(R_TAU0_Channel0_Interrupt)
または
INTP0外部割り込み入力
(R_INTC0_Interrupt)で
HALTモードから復帰

TAU0 チャネル0 動作開始
R_TAU0_Channel0_Start()

main

クロック・ステータス取得
R_CGC_GetClockStatus()

INTP0外部割り込み入力
(R_INTC0_Interrupt)で
スイッチ・ステータスを設定
している。

スイッチ押下ありの
ステータスか?

スイッチ・ステータス← 押下なし

切り替えたクロックで動作?

YES

NO

切り替え前のクロックを停止
R_CGC_StopClock()

HALTモードに移行

 

図 5.9 メイン処理 
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5.8.9 INTP0 外部割り込み動作開始設定 
図 5.10にINTP0 外部割り込み動作開始設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_INTC0_Start

INTP0の動作開始設定

return

PIF0ビット←0：割り込み要求フラグのクリア

PMK0ビット←0：INTP0 割り込み処理許可

 

 

図 5.10 INTP0 外部割り込み動作開始設定 
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5.8.10 TAU0 チャネル 0 の動作開始設定 
図 5.11にTAU0 チャネル 0 の動作開始設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_TAU0_Channel0_Start

TAU0 チャネル0の動作開始

return

TMIF00ビット←0：割り込み要求フラグのクリア

TMMK00ビット←0：TAU0 チャネル0 割り込み処理許可

TS0レジスタ←0001H

 

 

図 5.11 TAU0 チャネル 0 の動作開始設定 
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5.8.11 クロック切り替え 
図 5.12にクロック切り替えのフローチャートを示します。 

 

 

R_CGC_ChangeClock

クロック・ステータスは?

return

HOCOからX1発振に切り替え
R_CGC_HOCOToX1()

default

XT1発振にて動作中で、次はHOCOに切り替え

HOCOにて動作中で、次はX1発振

X1発振にて動作中で、次はXT1発振

X1発振からXT1発振に切り替え
R_CGC_X1ToXT1()

XT1発振からHOCOに切り替え
R_CGC_XT1ToHOCO()

[引数]
•クロック・ステータス

 

図 5.12 クロック切り替え 
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5.8.12 HOCO クロックから X1 発振クロック切り替え処理 
図 5.13にHOCO クロックから X1 発振クロック切り替え処理のフローチャートを示します。 

 

  
return

X1発振回路動作設定

R_CGC_HOCOToX1

MSTOP← 0

OSTCレジスタを参照し、
X1クロックの発振安定時間を待つ

メイン・システム・クロック(fMAIN)
に高速システム・クロック(fMX)を選択

CKCレジスタ
MCM0 ← 1

 

図 5.13 HOCO クロックから X1 発振クロック切り替え処理 
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5.8.13 X1 発振クロックから XT1 発振クロック発振切り替え処理 
図 5.14にX1 発振クロックから XT1 発振クロック切り替え処理のフローチャートを示します。 

 

 
return

X1発振回路停止設定

R_CGC_X1ToXT1

MSTOP← 1

CPU／周辺ハードウエア・クロック
(fCLK)にサブ・システムクロック

(fSUB)を選択

CKCレジスタ
CSS ← 1

HOCO動作設定

メイン・システム・クロック(fMAIN)
にHOCOを選択

CKCレジスタ
MCM0 ← 0

  

図 5.14 X1 発振クロックから XT1 発振クロック切り替え処理 
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5.8.14 XT1 発振クロックから HOCO クロック切り替え処理 
図 5.15にXT1 発振クロックから HOCO クロック切り替え処理のフローチャートを示します。 

 

  

HOCO動作設定

return

HIOSTOP← 0

R_CGC_XT1ToHOCO

CPU／周辺ハードウエア・クロック
(fCLK)にメイン・システムクロック

(fMAIN)を選択

CKCレジスタ
CSS ← 0

 

図 5.15 XT1 発振クロックから HOCO クロック切り替え処理 
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5.8.15 クロック・ステータス取得 
図 5.16にクロック・ステータス取得のフローチャートを示します。 

 

 

R_CGC_GetClockStatus

クロック・ステータスは?

return ステータス

X1発振ステータス取得
R_CGC_Get_X1_Status()

default

HOCO

X1発振

XT1発振

XT1発振ステータス取得
R_CGC_Get_XT1_Status()

HOCOステータス取得
R_CGC_Get_HOCO_Status()

[引数]
•クロック・ステータス

 

図 5.16 クロック・ステータス取得 
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5.8.16 X1 発振クロック・ステータス取得 
図 5.17にX1 発振クロック・ステータス取得のフローチャートを示します。 

 

  
return ステータス

R_CGC_Get_X1_Status
fCLK = CPU／周辺ハードウエア・クロック
fMAIN =メイン・システム・クロック

NO

YES

ステータス←発振していない

ステータス←発振している

X1発振クロックステータスの条件について
CKC.CLS = 0 ：fCLKのステータスはfMAIN
且つ
CKC.MCS = 1 ：fMAINのステータスはfMX

fCLKのステータスは
X1発振クロック?

 

図 5.17 X1 発振クロック・ステータス取得 
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5.8.17 XT1 発振クロック・ステータス取得 
図 5.18にXT1 発振クロック・ステータス取得のフローチャートを示します。 

 

  
return ステータス

R_CGC_Get_XT1_Status

YES

NO
fCLKのステータスは

サブシステム・クロック?

ステータス←発振している ステータス←発振していない

fCLK = CPU／周辺ハードウエア・クロック

サブシステム・クロック・ステータスの成立条件について
CKC.CLS = 1 ：fCLKのステータスはサブシステム・

クロック

 

図 5.18 XT1 発振クロック・ステータス取得 
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5.8.18 HOCO クロック・ステータス取得 
図 5.19にHOCO クロック・ステータス取得のフローチャートを示します。 

 

   
return ステータス

R_CGC_Get_HOCO_Status

YES

ステータス←発振している

NO

ステータス←発振していない

fCLK = CPU／周辺ハードウエア・クロック
fMAIN =メイン・システム・クロック

fCLKのステータスは
HOCOクロック?

HOCOクロック・ステータスの成立条件について
CKC.CLS = 0 ：fCLKのステータスはfMAIN
且つ
CKC.MCS = 0 ：fMAINのステータスはHOCOクロック

 

図 5.19 HOCO クロック・ステータス取得 
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5.8.19 クロック停止 
図 5.20にクロック停止のフローチャートを示します。 

 

  

現在の
クロック・ステータスは?

return

R_CGC_StopClock

XT1発振

HOCO

X1発振

default

HOCO
停止設定 HIOSTOP←1

 

図 5.20 クロック停止 
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5.8.20 TAU0 チャネル 0 パラメータ取得 
図 5.21にTAU0 チャネル 0 パラメータ取得のフローチャートを示します。 

 

 

[引数]
•クロック・ステータス
•TAU0 チャネル0の動作クロック分周値、カウント

クロック・ステータスは?

X1発振のパラメータをセットする
•TAU0 チャネル0の動作クロック分周値、カウントは
X1発振時（20MHz時）のパラメータ

return

R_TAU0_Channel0_GetParameter

XT1発振

HOCO

XT1発振のパラメータをセットする
•TAU0 チャネル0の動作クロック分周値、カウントは
XT1発振時（32.768kHz時）のパラメータ

X1発振

HOCOのパラメータをセットする
•TAU0 チャネル0の動作クロック分周値、カウントは
HOCO（32MHz時）のパラメータ

default

 

 

図 5.21 TAU0 チャネル 0 パラメータ取得 
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5.8.21 TAU0 チャネル 0 リスタート 
図 5.22にTAU0 チャネル 0 リスタートのフローチャートを示します。 

 

 

R_TAU0_Channel0_Restart

return

TAU0 チャネル0 インターバル変更
R_TAU0_Channel0_ChangeInterval

LED点滅周期の変更

TAU0 チャネル0 動作停止
R_TAU0_Channel0_Stop()

TAU0 チャネル0 動作開始
R_TAU0_Channel0_Start()

 

図 5.22 TAU0 チャネル 0 リスタート 
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5.8.22 TAU0 チャネル 0 のインターバル変更 
図 5.23にTAU0 チャネル 0 のインターバル変更のフローチャートを示します。 

 

  

R_TAU0_Channel0_
ChangeInterval

TAU0 チャネル0のカウント値を

設定

return

TPS0レジスタ

PRS003-PRS000 = 動作クロック分周値

[引数]
：動作クロック分周値 (0-15)
：カウント値 (0-65535)

TAU0 チャネル0の動作クロックを

設定

TDR00レジスタ←カウント値

NO

YES

動作クロック分周値 < 15

動作クロック分周値 = 15

 

 

図 5.23 TAU0 チャネル 0 のインターバル変更 
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5.8.23 TAU0 チャネル 0 の動作停止設定 
図 5.24にTAU0 チャネル 0 の動作停止設定のフローチャートを示します。 

 

 

R_TAU0_Channel0_Stop

TAU0 チャネル0の動作停止

return

TMIF00ビット←0：割り込み要求フラグのクリア

TMMK00ビット←1：TAU0 チャネル0 割り込み処理禁止

TT0レジスタ←0001H

 

 

図 5.24 TAU0 チャネル 0 の動作停止設定 
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5.8.24 TAU0 チャネル 0 インターバル・タイマ割り込み 
図 5.25にTAU0 チャネル 0 インターバル・タイマのフローチャートを示します。 

 

 

R_TAU0_Channel0_Interrupt

LEDの出力を反転

return

P62ビット←0 or 1

 

 

図 5.25 TAU0 チャネル 0 インターバル・タイマ割り込み 
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5.8.25 INTP0 外部割り込み 
図 5.26にINTP0 外部割り込みのフローチャートを示します。 

 

 

R_INTC0_Interrupt

チャタリング対策のウエイト
R_IT_Wait_ms()

2回連続でスイッチ押下を
検出?

YES

NO

クロック・ステータス
は有効範囲外か?

YES

NO

クロック・ステータスを
HOCOに設定する

スイッチの入力ポートを
リードする

10msのウエイト

スイッチの入力ポートを
リードする

クロック・ステータスを更新 ++g_ClockStatus

g_ClockStatus = 1

分岐条件： g_ClockStatus > 3

return

スイッチ・ステータス← 押下あり

スイッチ・ステータス← 押下なし

 

 

図 5.26 INTP0 外部割り込み 
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5.8.26 1ms 単位のウエイト 
図 5.27に1ms 単位のウエイトのフローチャートを示します。 

 

 

 

[引数]
ウエイト・カウント

ウエイト・カウント > 0?
NO

YES

YES

NO

インターバル・タイマの割り込み
要求フラグをクリアする

ITIFビット←0：割り込み要求フラグのクリア

インターバル・タイマを
スタートする

インターバル・タイマの
割り込み要求有り?

ウエイト・カウントを
デクリメント

インターバル・タイマの割り込み
要求フラグをクリアする

インターバル・タイマを
ストップする

return

R_IT_Wait_ms

ITMCレジスタ
RINTE = 1

ITMCレジスタ
RINTE = 0

 

 

図 5.27 1ms 単位のウエイト 
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6. サンプルコード 

サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 

 

7. 参考ドキュメント 

RL78/G13 ユーザーズマニュアル ハードウエア編 Rev.1.00（R01UH0146J） 

RL78 ファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウエア編 Rev.1.00（R01US0015J） 

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 

テクニカルアップデート/テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 

ホームページとサポート窓口 

• ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
• お問合せ先  

http://japan.renesas.com/inquiry 
 

 

 



 

A-1 

改訂記録 
RL78/G13 

クロック発生回路（クロック切り替え） 
 

改訂内容 
Rev.  発行日 

ページ ポイント 

1.00 2011.10.31 — 初版発行 

1.01 2012.4.20 4 図 1.1 の表示異常を修正 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特

性が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を

実施してください。 
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